
域
の
多
様
な
主
体
や
住
民
の
皆
さ
ん
に「
我
が
事
」と
し
て

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
い
う
趣
旨
が
あ
り

ま
す
。ま
た「
丸
ご
と
」と
は
、公
的
支
援
が
個
人
の
抱
え
る

課
題
に
縦
割
り
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、包
括
的
に
対
応

す
る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

本
会
の
活
動
は
、こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、住
民
一
人
ひ

と
り
の
幸
せ
を
高
め
る
た
め
に
個
別
の
援
助
活
動
と
地
域

づ
く
り
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、国
よ
り「
我
が
事・丸
ご
と
」地
域
づ
く
り
推
進
事

業
実
施
自
治
体
の
指
定
を
受
け
、「
担
い
手
の
養
成
」や
、相

談
す
る
先
が
わ
か
ら
な
い
課
題
で
も
と
り
あ
え
ず「
丸
ご

と
」受
け
止
め
る「
ふ
く
し
な
ん
で
も
相
談
所
」を
開
設
し
ま

し
た
。本
年
も
引
き
続
き
取
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、町
内

会
自
治
会
連
合
会
、公
民
館
、他
の
社
会
福
祉
法
人
な
ど
各

関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、「
地
域
共
生
社
会
」の

実
現
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆

様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。年
頭
に
あ

た
り
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
地
域
福
祉
の
推
進
を
は
じ
め
、本
会
の
運
営
・

事
業
に
つ
き
ま
し
て
、一
方
な
ら
ぬ
御
支
援
を
賜
り
、誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、福
祉
を
と
り
ま
く
状
況
は
、多
様
化
す
る
福
祉
ニ

ー
ズ
が
増
え
、制
度
の
は
ざ
ま
な
ど
、公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
は
生
活
課
題
の
全
て
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
課
題
の
多
く

は
、か
つ
て
は
地
域
や
家
族
な
ど
の
つ
な
が
り
の
中
で
対
応

さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
行
な
ど
に
よ
り
、地
域
で
の
つ
な
が
り
は
弱
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、国
に
お
い
て
は「
我
が
事・丸
ご

と
」の
地
域
づ
く
り
に
よ
る「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
組
み
」が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
我
が
事・丸
ご
と
」

と
は
、「
人
ご
と
」に
な
り
が
ち
な
地
域
福
祉
に
対
し
て
、地
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第113号

20181 Ｐ
2
 ●

市
民
公
開
講
座

 

●
く
ら
し
安
心
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集
！

Ｐ
3
 ●

成
年
後
見
基
礎
講
座

 

●
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
ゆ
う
あ
い
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
）協
力
会
員
募
集
中
！

 

●
松
江
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
募
集

Ｐ
4
 ●

共
同
募
金
助
成
団
体
の
公
募
に
つ

い
て

 

●
第
13
回 

松
江
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

●
こ
ん
に
ち
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
す

Ｐ
5
 ●

平
成
29
年
度 

松
江
市
社
会
福
祉

大
会
被
表
彰
者
名
簿

Ｐ
6
 ●

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た 平成29年9月21日～平成29年11月20日受付分

善意のご寄付は、松江市社会福祉協議会篤志寄付金配分委員会で協議の上、
社会福祉団体等への補助金及び社会福祉事業へ配分いたします。

（ご寄付をいただいた方のお名前については、ご本人の了承のもとに掲載しています。順不同敬称略）

青山　年一
堀内　明
渡部　洋
小松原　周二
（故）林木　精二
武田　真市
森脇　保子
松本　芳江
石倉　聰
森　博見
渡部　宏一
奥村　弘
山科　晴美
小豆澤　征吉
森脇　保子
岩瀬　和代
山本　浩幸
福島　友弘
飯塚　健一
金子　康隆
荒川　郁夫
小豆澤　修
佐々木　和喜江
福庭　昭雄
川上　一利
小林　繁喬
本庄　房子
梅木　孝
作野　彰治
佐藤　房男
持田　由美子
石倉　直也
野津　陽市
藤原　淑子
藤田　マサ子
門脇　久樹

奥原　武寿
庄司　進
米田　邦夫
恒松　聡
大田　ケイコ
内田　眞
原　悦子
山本　公子
仁宮　誠
来海　道代
松浦　志津彦
竹田　克己
坪倉　克巳
松本　博伸
永島　史朗
（故）勝部　貞子
古浦　政彦
水凌　哉也
髙島　昌宏
米井　信子
野津　裕人
松本　明子
森口　洋
伊達　秀春
水野　文雄
石橋　正達
大木　聡
金村　洋美
犬山　清志
木下　秀昭
藤岡　信子
松浦　誠
大西　求
木村　耕二
小豆澤　美樹男
井野　恵子
山根　博行

遠藤　稔
岩成　伸子
戸津川　清
森脇　泰夫
太田　路夫
渡部　春己
岡　卓志
三宅　かおり
小村　英樹
柳原　忠男
木村　司
木村　久美
宮井　勲
長田　和之
佐藤　尚士
竹田　勝利
石倉　均
平田　佳正
石倉　千枝
永島　亮寿
渡部　光子
三島　宏
古藤　博信
別所　雪子
赤名　弘行
井上　勝美
村上　宏幸
栗原　一雄
白鹿　千寿
岩田　広和
中村　勢次郎
金坂　俊孝
末次　公栄
角田　清
小林　茂
田村　孝太
中村　早苗

三村　勝利
目次　文子
松本　富美
中井　富美子
森井　寿己
大掛　理恵
松本　隆
福村　秀夫
（故）大森　郁子
森山　真一
外谷　瑛子
井上　節男
渡部　正和
庄司　和子
牛尾　圭一
福本　彦志
近藤　美喜雄
渡邊　玲子
奥村　希望
杉本　春夫
石原　貴一
新宮　由子
門脇　昌
竹田　周平
山本　文治
犬山　�美子
小林　英介
小室　浩二
阪本　重雄
大野　肇
村上　徳子
大西　祐一
岸本　英彰
引野　研二
山下　正人
御神本　明子
古川　道範

野々村　浩
曽田　直紀
田中　宏幸
木下　正司
今岡　和夫
橋本　淑子
永瀬　速子
野津　誠
神田　和子
（有）ケアサービス松江
松井　利夫
（故）猪股　趣
草間　裕典
金村　俊夫
福田　浩一
三好　緯壽
匿名　3件

【香典・玉串料返し寄付金】

【一 般 寄 付 金】
松江医師婦人会
中国電力㈱　　
島根原子力本部

ご寄付は、松江市
社会福祉協議会
本所、支所、地区
社会福祉協議会
で受付しており
ます。

香典・玉串料返し寄付金
計 　166件
計  4,769,000円

一般寄付金
計 3件
計 150,950円

社協だよりの発行は共同募金助成金の一部を活用しています。

加
藤
　
滋
夫

会
　
長

松
江
市
社
会
福
祉
協
議
会

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

平
成
三
十
年
一
月

社協だより　1月号　－ 6 －



くらし安心サポート（くらサポ）セミナー  受講生募集！
　くらサポとは、自分の町を地域で支え合うステキな町にするためのボランティア活動の総称です。
どうぞあなたの力を貸してください！

日 時

会 場

日 程

松江市千鳥町70番地

平成30年1月18日（木）
松江市総合福祉センター4階教養室

申 込 方 法

申 込 先

対 象 松江市内在住で、地域の支えあい活動に興味があり、実践に必要な知識を学びたいと思う方。

 9:00 受付開始
 9:30 知っ得！ボランティア活動豆知識
 10:05 高齢者のカラダとココロ
 11:10 人付き合いのコツ☆教えます
 12:10 休憩（昼食は各自ご用意ください）
 13:00 暮らしを支えるサービスについて
 14:00 私たちに身近な福祉活動を紹介します！
 15:10 暮らしを支えるボランティア活動の紹介
 15:50 閉講

平成30年1月10日（水）

先着60名。※定員になり次第、締め切ります。定 員

〒690-0852  松江市千鳥町70番地  松江市社会福祉協議会  地域福祉課
　　　　　　　　　　　　　　　 ☎24-5800　FAX27-3789

松江市社会福祉協議会（地域福祉課）まで電話でお申込みいただくか、
右記のQRコードから受講申込書をダウンロードし必要事項を
ご記入のうえ、ファックスか郵送にてお送りください。

申 込 締 切

受講料は無料です

・支援が必要な高齢者のちょっとしたお手伝い
・地域のサロンやミニデイのお手伝い
・一人暮らしの方などの見守り、声掛け等

地域の支えあいってどんなことをするの？地域の支えあいってどんなことをするの？

活動内容活動内容

有償ボランティア 協力会員
募集中！

食事の準備、洗濯、掃除、買い物、ゴミ捨て
話し相手、通院の付き添い、外出支援など

ゆうあいヘルプサービスは、主に高齢者や障がいのある方で支援を必要としている方のお宅
に訪問し、日常生活の困りごとをお手伝いする有償ボランティアです。

介護の資格、福祉現場での経験がない方でも、地域住民同士助け
合いの活動をしていただける協力会員さんを募集しています。

ゆうあいヘルプサービスは、主に高齢者や障がいのある方で支援を必要としている方のお宅
に訪問し、日常生活の困りごとをお手伝いする有償ボランティアです。

介護の資格、福祉現場での経験がない方でも、地域住民同士助け
合いの活動をしていただける協力会員さんを募集しています。

ゆうあいヘルプサービス  ☎28-1234  FAX24-1020お問い合わせ先

※協力会員の登録には年会費1,000円が必要となります
※活動時間はご相談に応じます

生活支援課  ☎24-9026

生活支援課  ☎24-9026

内容・申込先

会 場 松江市総合福祉センター 1階 会議室
（松江市千鳥町70番地）

対 象 市内在住の方で、成年後見制度に興
味のある方で3回とも受講可能な方

参加費 無料

10：00～16：00平成30年2月11日（日）①

9：30～15：00平成30年2月17日（土）②

13：30～17：00平成30年2月24日（土）③

成年後見制度を中心に福祉サービスなどを学ぶ基礎講座です。どなたでもご参加ください。
日 時

講演終了後、相談ブースを設け、島根県弁護士会・法テ
ラスの協賛で弁護士や社会福祉士等による 無料 の

「なんでも相談会」を開催します。

※当日相談も受け付けますが、予約の方が優先となります。相談時間は
1組あたり30分程度です。定数に達した場合お断りすることがあります。

松江市総合福祉センター 
4階 大ホール 千鳥町70番地

平成30年1月14日（日）
13：30～15：00

市民公開講座

事前に予約してください。

入場無料

日 時

平成30年1月14日（日）15：15～16：45

総合福祉センター

日 時

会 場

会 場

法テラス島根法律事務所
弁護士   桑原　慶  氏　
弁護士   澤田博和  氏

「相続・成年後見制度を中心に」講 演

講 師

『知って得する！安心！法律問題』～相続から成年後見まで～

同日開催！「なんでも
相談会」 相談無料！相談無料！

（質疑・応答の時間があります）

例えば
こんな活動が

あります

『地域のため、人のために、あなたの力を、ほんの少しお貸しいただけませんか・・・。』
《今、特技・知識・経験などをたくさん持っている皆さんを必要としています》
ぜひ登録をお願いします

◎お問い合わせ先◎

松江市ボランティアセンター
松江市総合福祉センター・2階（松江市千鳥町70番地）

☎�27-8388／FAX24-1020

施設等での活動
★レクリエーション活動　★話し相手（傾聴）　
★車いす等の掃除や修繕　★囲碁や将棋などの相手　
★イベントや行事でのスタッフ

環境美化活動
★草刈り、草取り活動　★簡単な庭木の手入れ　
★保育所等での花壇の手入れ　★ゴミ拾い活動

見 守り 活 動
★安否確認の声掛けや話し相手　
★日用品などちょっとした買い物
★電球交換などちょっとした日常作業
★棚の修繕などちょっとした大工作業
★玄関前の除雪作業

（ゆうあいヘルプサービス）

個人ボランティア登録募集松江市ボランティアセンター松江市ボランティアセンター

社協だより　1月号　－ 2 －－ 3 －　社協だより　1月号



くらし安心サポート（くらサポ）セミナー  受講生募集！
　くらサポとは、自分の町を地域で支え合うステキな町にするためのボランティア活動の総称です。
どうぞあなたの力を貸してください！

日 時

会 場

日 程

松江市千鳥町70番地

平成30年1月18日（木）
松江市総合福祉センター4階教養室

申 込 方 法

申 込 先

対 象 松江市内在住で、地域の支えあい活動に興味があり、実践に必要な知識を学びたいと思う方。

 9:00 受付開始
 9:30 知っ得！ボランティア活動豆知識
 10:05 高齢者のカラダとココロ
 11:10 人付き合いのコツ☆教えます
 12:10 休憩（昼食は各自ご用意ください）
 13:00 暮らしを支えるサービスについて
 14:00 私たちに身近な福祉活動を紹介します！
 15:10 暮らしを支えるボランティア活動の紹介
 15:50 閉講

平成30年1月10日（水）

先着60名。※定員になり次第、締め切ります。定 員

〒690-0852  松江市千鳥町70番地  松江市社会福祉協議会  地域福祉課
　　　　　　　　　　　　　　　 ☎24-5800　FAX27-3789

松江市社会福祉協議会（地域福祉課）まで電話でお申込みいただくか、
右記のQRコードから受講申込書をダウンロードし必要事項を
ご記入のうえ、ファックスか郵送にてお送りください。

申 込 締 切

受講料は無料です

・支援が必要な高齢者のちょっとしたお手伝い
・地域のサロンやミニデイのお手伝い
・一人暮らしの方などの見守り、声掛け等

地域の支えあいってどんなことをするの？地域の支えあいってどんなことをするの？

活動内容活動内容

有償ボランティア 協力会員
募集中！

食事の準備、洗濯、掃除、買い物、ゴミ捨て
話し相手、通院の付き添い、外出支援など

ゆうあいヘルプサービスは、主に高齢者や障がいのある方で支援を必要としている方のお宅
に訪問し、日常生活の困りごとをお手伝いする有償ボランティアです。

介護の資格、福祉現場での経験がない方でも、地域住民同士助け
合いの活動をしていただける協力会員さんを募集しています。

ゆうあいヘルプサービスは、主に高齢者や障がいのある方で支援を必要としている方のお宅
に訪問し、日常生活の困りごとをお手伝いする有償ボランティアです。

介護の資格、福祉現場での経験がない方でも、地域住民同士助け
合いの活動をしていただける協力会員さんを募集しています。

ゆうあいヘルプサービス  ☎28-1234  FAX24-1020お問い合わせ先

※協力会員の登録には年会費1,000円が必要となります
※活動時間はご相談に応じます

生活支援課  ☎24-9026

生活支援課  ☎24-9026

内容・申込先

会 場 松江市総合福祉センター 1階 会議室
（松江市千鳥町70番地）

対 象 市内在住の方で、成年後見制度に興
味のある方で3回とも受講可能な方

参加費 無料

10：00～16：00平成30年2月11日（日）①

9：30～15：00平成30年2月17日（土）②

13：30～17：00平成30年2月24日（土）③

成年後見制度を中心に福祉サービスなどを学ぶ基礎講座です。どなたでもご参加ください。
日 時

講演終了後、相談ブースを設け、島根県弁護士会・法テ
ラスの協賛で弁護士や社会福祉士等による 無料 の

「なんでも相談会」を開催します。

※当日相談も受け付けますが、予約の方が優先となります。相談時間は
1組あたり30分程度です。定数に達した場合お断りすることがあります。

松江市総合福祉センター 
4階 大ホール 千鳥町70番地

平成30年1月14日（日）
13：30～15：00

市民公開講座

事前に予約してください。

入場無料

日 時

平成30年1月14日（日）15：15～16：45

総合福祉センター

日 時

会 場

会 場

法テラス島根法律事務所
弁護士   桑原　慶  氏　
弁護士   澤田博和  氏

「相続・成年後見制度を中心に」講 演

講 師

『知って得する！安心！法律問題』～相続から成年後見まで～

同日開催！「なんでも
相談会」 相談無料！相談無料！

（質疑・応答の時間があります）

例えば
こんな活動が

あります

『地域のため、人のために、あなたの力を、ほんの少しお貸しいただけませんか・・・。』
《今、特技・知識・経験などをたくさん持っている皆さんを必要としています》
ぜひ登録をお願いします

◎お問い合わせ先◎

松江市ボランティアセンター
松江市総合福祉センター・2階（松江市千鳥町70番地）

☎�27-8388／FAX24-1020

施設等での活動
★レクリエーション活動　★話し相手（傾聴）　
★車いす等の掃除や修繕　★囲碁や将棋などの相手　
★イベントや行事でのスタッフ

環境美化活動
★草刈り、草取り活動　★簡単な庭木の手入れ　
★保育所等での花壇の手入れ　★ゴミ拾い活動

見 守り 活 動
★安否確認の声掛けや話し相手　
★日用品などちょっとした買い物
★電球交換などちょっとした日常作業
★棚の修繕などちょっとした大工作業
★玄関前の除雪作業

（ゆうあいヘルプサービス）

個人ボランティア登録募集松江市ボランティアセンター松江市ボランティアセンター

社協だより　1月号　－ 2 －－ 3 －　社協だより　1月号



虐待には様々な形態があります。殴る、けるなどの暴力行為だけでは、
ありません。暴言、無視、いやがらせ、必要な介護サービスの利用を受け
させない、世話をしない、勝手に高齢者の資産を使ってしまう等の行為が含まれます。

介護する人が疲れて追いつめられている事があります。困った時には、早めに相
談する事で虐待を防いだり、問題の早期解決につながります。お近くの地域包
括支援センターにご相談ください。

高齢者の権利を守るために
～高齢者虐待とは？～
高齢者の権利を守るために
～高齢者虐待とは？～

松江市ボランティアフェスティバル松江市ボランティアフェスティバル

 高齢者虐待を防ぐには！ 高齢者虐待を防ぐには！

第13回

地域包括支援センターは地域で暮らす高齢者の皆さんの様々な悩みや相談事に対応していくところです。
こんにちは、地域包括支援センターですこんにちは、地域包括支援センターです

ほうかつさん

松東地域包括支援センター
松東サテライト
中央地域包括支援センター
松北地域包括支援センター
松南第1地域包括支援センター
松南第2地域包括支援センター
湖南地域包括支援センター
湖南サテライト

電話番号地域包括支援センター名
☎ 24-1810
☎ 72-9355
☎ 24-6878
☎ 82-3160
☎ 60-0783
☎ 52-9570
☎ 24-1830
☎ 66-9355

お住まいの地区
朝酌・川津・本庄・持田・島根
美保関・八束
城北・城西・城東・白潟・朝日・雑賀
法吉・生馬・古江・秋鹿・大野・鹿島
津田・大庭・古志原
竹矢・八雲・東出雲
乃木・忌部・玉湯
宍道

日時

会場

広がれボランティアの輪『誰かのために  そのうちきっと  自分のために』

主　催：第13回松江市ボランティアフェスティバル実行委員会
連絡先：松江市ボランティアセンター（☎27-8388　FAX24-1020）

詳しい内容が決まりましたらホームページ、チラシ等で
ご案内いたします。松江市総合福祉センター（全館）

内容 販売・体験・展示コーナーやステージ発表平成30年3月4日（日）
10：00～15：30

松江市内に拠点を有する民間団体・グループ・機関
（構成員3名以上）が行う事業で、地域福祉の向上に
寄与する次のような事業・活動とする。

事業費総額の4分の3以内とし、1件あたりの助成限度
額は20万円とする（先駆的事業・他の模範となる事業は
30万円）。なお、助成金額の下限は5万円とする。

①地域福祉活動の推進・福祉啓発の促進
②健康、生きがいづくりの推進
③ボランティア活動の活性化
④児童の健全育成の推進
⑤その他、地域福祉の推進に成果が期待できる活動

平成30年度に実施される事業について、共同募金の助成を公募いたします。

平成30年1月31日（水） 必着

共同募金助成団体の公募について

対象団体・事業 助成金額

松江市千鳥町70番地　松江市総合福祉センター2階　☎（0852）24-5800　FAX（0852）27-3789
松江市共同募金委員会事務局（松江市社会福祉協議会地域福祉課内）提出及びお問い合わせ先

①今年度より、実施要綱が一部改正されています。
②下記事務局までお問い合わせいただくか、要綱、
申請書等は松江市社会福祉協議会ホームページ
（http://www.shakyou-matsue.jp/）に掲載して
いますので、ご確認ください。

その他

応募締切
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虐待には様々な形態があります。殴る、けるなどの暴力行為だけでは、
ありません。暴言、無視、いやがらせ、必要な介護サービスの利用を受け
させない、世話をしない、勝手に高齢者の資産を使ってしまう等の行為が含まれます。

介護する人が疲れて追いつめられている事があります。困った時には、早めに相
談する事で虐待を防いだり、問題の早期解決につながります。お近くの地域包
括支援センターにご相談ください。

高齢者の権利を守るために
～高齢者虐待とは？～
高齢者の権利を守るために
～高齢者虐待とは？～

松江市ボランティアフェスティバル松江市ボランティアフェスティバル

 高齢者虐待を防ぐには！ 高齢者虐待を防ぐには！

第13回

地域包括支援センターは地域で暮らす高齢者の皆さんの様々な悩みや相談事に対応していくところです。
こんにちは、地域包括支援センターですこんにちは、地域包括支援センターです

ほうかつさん

松東地域包括支援センター
松東サテライト
中央地域包括支援センター
松北地域包括支援センター
松南第1地域包括支援センター
松南第2地域包括支援センター
湖南地域包括支援センター
湖南サテライト

電話番号地域包括支援センター名
☎ 24-1810
☎ 72-9355
☎ 24-6878
☎ 82-3160
☎ 60-0783
☎ 52-9570
☎ 24-1830
☎ 66-9355

お住まいの地区
朝酌・川津・本庄・持田・島根
美保関・八束
城北・城西・城東・白潟・朝日・雑賀
法吉・生馬・古江・秋鹿・大野・鹿島
津田・大庭・古志原
竹矢・八雲・東出雲
乃木・忌部・玉湯
宍道

日時

会場

広がれボランティアの輪『誰かのために  そのうちきっと  自分のために』

主　催：第13回松江市ボランティアフェスティバル実行委員会
連絡先：松江市ボランティアセンター（☎27-8388　FAX24-1020）

詳しい内容が決まりましたらホームページ、チラシ等で
ご案内いたします。松江市総合福祉センター（全館）

内容 販売・体験・展示コーナーやステージ発表平成30年3月4日（日）
10：00～15：30

松江市内に拠点を有する民間団体・グループ・機関
（構成員3名以上）が行う事業で、地域福祉の向上に
寄与する次のような事業・活動とする。

事業費総額の4分の3以内とし、1件あたりの助成限度
額は20万円とする（先駆的事業・他の模範となる事業は
30万円）。なお、助成金額の下限は5万円とする。

①地域福祉活動の推進・福祉啓発の促進
②健康、生きがいづくりの推進
③ボランティア活動の活性化
④児童の健全育成の推進
⑤その他、地域福祉の推進に成果が期待できる活動

平成30年度に実施される事業について、共同募金の助成を公募いたします。

平成30年1月31日（水） 必着

共同募金助成団体の公募について

対象団体・事業 助成金額

松江市千鳥町70番地　松江市総合福祉センター2階　☎（0852）24-5800　FAX（0852）27-3789
松江市共同募金委員会事務局（松江市社会福祉協議会地域福祉課内）提出及びお問い合わせ先

①今年度より、実施要綱が一部改正されています。
②下記事務局までお問い合わせいただくか、要綱、
申請書等は松江市社会福祉協議会ホームページ
（http://www.shakyou-matsue.jp/）に掲載して
いますので、ご確認ください。

その他

応募締切

平成
29年度

順
不
同
・
敬
称
略
・
表
彰
基
準
日
平
成
29
年
4
月
1
日

（
民
生
児
童
委
員
の
現
職
に
あ
っ
て
、在
職
期
間
が
9
年
以
上
で
特
に
功
績
が

顕
著
な
者
）

松
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

10月30日、松江市総合文化センタープラバホールで開催いたしました
「平成29年度松江市社会福祉大会」にて本市の社会福祉事業に

功績のあった個人、団体の方々が表彰されました。 松
江
市
社
会
福
祉
大
会
被
表
彰
者
名
簿

平成
29年度

石
田

　
　勲

　
　髙
木

　恭
子

　
　福
間

　典
子

渡
邊

　美
恵

安
達

　伸
次

安
部

　
　登

井
上

　寛
巳

岩
﨑

　圭
子

岩
元

　敏
子

加
田

　守
夫

川
田

　
　直

仙
田

　節
子

田
淵

　桂
子

舟
越

　憲
雄

森

　
　晴
美

安
川

　智
登

城
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

理

　事

社
会
福
祉
法
人
袖
師
保
育
所 

理

　事

持
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

理

　事

雑
賀
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

理

　事

城
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

評
議
員

雑
賀
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

常
任
理
事

社
会
福
祉
法
人
若
幸
会 

理

　事

持
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

副
会
長

社
会
福
祉
法
人
袖
師
保
育
所 

理

　事

城
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

理

　事

社
会
福
祉
法
人
し
ら
ゆ
り
会 

理

　事

雑
賀
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

理

　事

社
会
福
祉
施
設
及
び
団
体
職
員
功
労
者（
27
名
）

民
生
児
童
委
員
功
労
者（
4
名
）

順
不
同
・
敬
称
略

（
社
会
福
祉
事
業
に
積
極
的
に
協
力
援
助
を
行
い
、そ
の
功
績
が
顕
著
な
個
人
）

松
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝

安
達

　眞
也

　
　安
部

　重
光

　
　和
泉

　府
子

小
川

　
　勲

　
　小
草

　孝
子

　
　梶
川
菜
穂
子

坂
口

　洋
子

　
　竹
下

　陽
子

　
　野
津

　幸
雄

平
塚

　一
美

　
　廣
江

　麻
美

　
　松
本

　悦
子

谷
野
み
よ
子

　
　山
﨑
美
智
子

　
　山
本

　建
夫

社
会
福
祉
事
業
功
労
者（
15
名
）

（
社
会
福
祉
事
業
に
積
極
的
に
協
力
援
助
を
行
い
、そ
の
功
績
が
顕
著
な
団
体
）

島
根
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

社
会
福
祉
事
業
功
労
団
体（
1
団
体
）

（
社
会
福
祉
施
設
及
び
団
体
の
役
員
で
、在
職
期
間
が
10
年
以
上
で
特
に

功
績
が
顕
著
な
者
）

社
会
福
祉
施
設
及
び
団
体
役
員
功
労
者（
12
名
）

（
福
祉
推
進
員
の
現
職
に
あ
っ
て
、在
職
期
間
が
9
年
以
上
で
特
に
功
績
が

顕
著
な
者
）

安
達
ま
り
子

　
　飯
島
亜
輝
子

　
　石
倉

　幸
子

石
倉
ヤ
エ
子

　
　石
橋

　新
三

　
　伊
豫

　武
夫

岩
成

　洋
子

　
　岩
見
く
に
子

　
　植
村

　忠
重

江
角
た
つ
ゑ

　
　小
川

　三
幸

　
　恩
田

　葉
子

柏
井
み
よ
子

　
　金
坂

　和
子

　
　金
田

　芳
恵

狩
野

　光
代

　
　川
上

　富
江

　
　木
村
久
美
子

倉
石
美
津
子

　
　後
藤

　寿
美

　
　坂
本

　悦
子

須
田

　健
二

　
　陶
山

　幸
江

　
　瀧
山
江
美
子

武
田
ひ
さ
え

　
　田
坂

　京
子

　
　津
田

　暁
子

土
江

　千
鳥

　
　富
川

　優
子

　
　長
岡

　邦
子

永
瀬

　初
子

　
　中
村
シ
ズ
子

　
　中
村

　博
義

二
宮

　美
子

　
　肥
後

　広
子

　
　福
田

　桃
子

藤
田

　純
明

　
　細
田
美
惠
子

　
　本
田

　清
子

松
本
美
智
子

　
　三
代

　菊
枝

　
　南
濱

　敬
子

宮
井

　清
子

　
　森
脇
セ
ツ
子

　
　安
田

　和
子

山
本

　育
子

　
　吉
岡

　玲
子

　
　吉
野

　伸
子

渡
部

　敦
子

福
祉
推
進
員
功
労
者（
49
名
）

（
社
会
福
祉
施
設
及
び
団
体
の
役
員
で
、在
職
期
間
が
10
年
以
上
で
特
に

功
績
が
顕
著
な
者
）

安
部

　克
成

新
井

　裕
子

井
口

　直
子

伊
原
眞
実
子

江
角

　
　香

遠
藤
志
三
夫

大
石

　和
育

小
川

　
　剛

小
原

　浩
一

金
森

　陽
子

亀
山

　俊
介

黒
崎

　祐
子

小
塚

　陽
子

新
見

　彰
男

高
橋

　宏
尚

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ゆ
め
ハ
ウ
ス

社
会
福
祉
法
人
松
江
福
祉
会

　本
庄
保
育
所

社
会
福
祉
法
人
島
根
整
肢
学
園
東
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　障
が
い
者
支
援
施
設
し
の
の
め
寮

社
会
福
祉
法
人
島
根
整
肢
学
園
東
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人
山
陰
家
庭
学
院

　法
人
本
部
事
務
局

社
会
福
祉
法
人
し
ら
ゆ
り
会

　障
が
い
者
支
援
施
設
希
望
の
園

社
会
福
祉
法
人
し
ら
ゆ
り
会

　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
や
し
の
館

社
会
福
祉
法
人
若
幸
会

社
会
福
祉
法
人
松
江
福
祉
会

　法
吉
保
育
所

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　法
人
本
部
事
務
局

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　障
が
い
者
支
援
施
設
し
の
の
め
寮

社
会
福
祉
法
人
島
根
整
肢
学
園
東
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人
若
幸
会

社
会
福
祉
法
人
島
根
整
肢
学
園
東
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

谷
村
　常
　順

土
江

　功
治

仲
井
美
奈
子

中
村

　
　覚

野
田

　剛
志

原

　
　美
佳

福
田

　
　誠

福
間

　達
也

宮
田

　政
規

山
本

　哲
史

横
山
健
太
郎

吉
野

　厚
子

医
療
法
人
祐
和
会

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ン
ジ
ュ

社
会
福
祉
法
人
島
根
整
肢
学
園
東
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　障
が
い
者
支
援
施
設
し
の
の
め
寮

社
会
福
祉
法
人
島
根
整
肢
学
園
東
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人
島
根
整
肢
学
園
東
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人
島
根
整
肢
学
園
東
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人
若
幸
会

社
会
福
祉
法
人
若
幸
会

社
会
福
祉
法
人
島
根
整
肢
学
園
東
部
島
根
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人
し
ら
ゆ
り
会

　軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ
ス
夢
楽
の
郷

社
会
福
祉
法
人
島
根
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　障
が
い
者
支
援
施
設
し
の
の
め
寮

医
療
法
人
祐
和
会

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ン
ジ
ュ

優
良
社
会
福
祉
施
設
及
び
団
体（
2
団
体
）

（
社
会
福
祉
活
動
が
特
に
優
秀
な
社
会
福
祉
施
設
及
び
団
体
）

め
だ
か
論
語
普
及
会
　
　

松
江
不
登
校
を
考
え
る
会「
カ
タ
ク
リ
の
会
」

社協だより　1月号　－ 4 －－ 5 －　社協だより　1月号



域
の
多
様
な
主
体
や
住
民
の
皆
さ
ん
に「
我
が
事
」と
し
て

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
い
う
趣
旨
が
あ
り

ま
す
。ま
た「
丸
ご
と
」と
は
、公
的
支
援
が
個
人
の
抱
え
る

課
題
に
縦
割
り
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、包
括
的
に
対
応

す
る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

本
会
の
活
動
は
、こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、住
民
一
人
ひ

と
り
の
幸
せ
を
高
め
る
た
め
に
個
別
の
援
助
活
動
と
地
域

づ
く
り
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、国
よ
り「
我
が
事・丸
ご
と
」地
域
づ
く
り
推
進
事

業
実
施
自
治
体
の
指
定
を
受
け
、「
担
い
手
の
養
成
」や
、相

談
す
る
先
が
わ
か
ら
な
い
課
題
で
も
と
り
あ
え
ず「
丸
ご

と
」受
け
止
め
る「
ふ
く
し
な
ん
で
も
相
談
所
」を
開
設
し
ま

し
た
。本
年
も
引
き
続
き
取
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、町
内

会
自
治
会
連
合
会
、公
民
館
、他
の
社
会
福
祉
法
人
な
ど
各

関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、「
地
域
共
生
社
会
」の

実
現
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆

様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。年
頭
に
あ

た
り
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
地
域
福
祉
の
推
進
を
は
じ
め
、本
会
の
運
営
・

事
業
に
つ
き
ま
し
て
、一
方
な
ら
ぬ
御
支
援
を
賜
り
、誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、福
祉
を
と
り
ま
く
状
況
は
、多
様
化
す
る
福
祉
ニ

ー
ズ
が
増
え
、制
度
の
は
ざ
ま
な
ど
、公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
は
生
活
課
題
の
全
て
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
課
題
の
多
く

は
、か
つ
て
は
地
域
や
家
族
な
ど
の
つ
な
が
り
の
中
で
対
応

さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
行
な
ど
に
よ
り
、地
域
で
の
つ
な
が
り
は
弱
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、国
に
お
い
て
は「
我
が
事・丸
ご

と
」の
地
域
づ
く
り
に
よ
る「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
組
み
」が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
我
が
事・丸
ご
と
」

と
は
、「
人
ご
と
」に
な
り
が
ち
な
地
域
福
祉
に
対
し
て
、地

今 月 の 誌 面

第113号

20181 Ｐ
2
 ●

市
民
公
開
講
座

 

●
く
ら
し
安
心
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集
！

Ｐ
3
 ●

成
年
後
見
基
礎
講
座

 

●
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
ゆ
う
あ
い
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
）協
力
会
員
募
集
中
！

 

●
松
江
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
募
集

Ｐ
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共
同
募
金
助
成
団
体
の
公
募
に
つ

い
て

 

●
第
13
回 

松
江
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

●
こ
ん
に
ち
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
す
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平
成
29
年
度 

松
江
市
社
会
福
祉

大
会
被
表
彰
者
名
簿

Ｐ
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善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た 平成29年9月21日～平成29年11月20日受付分

善意のご寄付は、松江市社会福祉協議会篤志寄付金配分委員会で協議の上、
社会福祉団体等への補助金及び社会福祉事業へ配分いたします。

（ご寄付をいただいた方のお名前については、ご本人の了承のもとに掲載しています。順不同敬称略）

青山　年一
堀内　明
渡部　洋
小松原　周二
（故）林木　精二
武田　真市
森脇　保子
松本　芳江
石倉　聰
森　博見
渡部　宏一
奥村　弘
山科　晴美
小豆澤　征吉
森脇　保子
岩瀬　和代
山本　浩幸
福島　友弘
飯塚　健一
金子　康隆
荒川　郁夫
小豆澤　修
佐々木　和喜江
福庭　昭雄
川上　一利
小林　繁喬
本庄　房子
梅木　孝
作野　彰治
佐藤　房男
持田　由美子
石倉　直也
野津　陽市
藤原　淑子
藤田　マサ子
門脇　久樹

奥原　武寿
庄司　進
米田　邦夫
恒松　聡
大田　ケイコ
内田　眞
原　悦子
山本　公子
仁宮　誠
来海　道代
松浦　志津彦
竹田　克己
坪倉　克巳
松本　博伸
永島　史朗
（故）勝部　貞子
古浦　政彦
水凌　哉也
髙島　昌宏
米井　信子
野津　裕人
松本　明子
森口　洋
伊達　秀春
水野　文雄
石橋　正達
大木　聡
金村　洋美
犬山　清志
木下　秀昭
藤岡　信子
松浦　誠
大西　求
木村　耕二
小豆澤　美樹男
井野　恵子
山根　博行

遠藤　稔
岩成　伸子
戸津川　清
森脇　泰夫
太田　路夫
渡部　春己
岡　卓志
三宅　かおり
小村　英樹
柳原　忠男
木村　司
木村　久美
宮井　勲
長田　和之
佐藤　尚士
竹田　勝利
石倉　均
平田　佳正
石倉　千枝
永島　亮寿
渡部　光子
三島　宏
古藤　博信
別所　雪子
赤名　弘行
井上　勝美
村上　宏幸
栗原　一雄
白鹿　千寿
岩田　広和
中村　勢次郎
金坂　俊孝
末次　公栄
角田　清
小林　茂
田村　孝太
中村　早苗

三村　勝利
目次　文子
松本　富美
中井　富美子
森井　寿己
大掛　理恵
松本　隆
福村　秀夫
（故）大森　郁子
森山　真一
外谷　瑛子
井上　節男
渡部　正和
庄司　和子
牛尾　圭一
福本　彦志
近藤　美喜雄
渡邊　玲子
奥村　希望
杉本　春夫
石原　貴一
新宮　由子
門脇　昌
竹田　周平
山本　文治
犬山　�美子
小林　英介
小室　浩二
阪本　重雄
大野　肇
村上　徳子
大西　祐一
岸本　英彰
引野　研二
山下　正人
御神本　明子
古川　道範

野々村　浩
曽田　直紀
田中　宏幸
木下　正司
今岡　和夫
橋本　淑子
永瀬　速子
野津　誠
神田　和子
（有）ケアサービス松江
松井　利夫
（故）猪股　趣
草間　裕典
金村　俊夫
福田　浩一
三好　緯壽
匿名　3件

【香典・玉串料返し寄付金】

【一 般 寄 付 金】
松江医師婦人会
中国電力㈱　　
島根原子力本部

ご寄付は、松江市
社会福祉協議会
本所、支所、地区
社会福祉協議会
で受付しており
ます。

香典・玉串料返し寄付金
計 　166件
計  4,769,000円

一般寄付金
計 3件
計 150,950円

社協だよりの発行は共同募金助成金の一部を活用しています。

加
藤
　
滋
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会
　
長

松
江
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

平
成
三
十
年
一
月

社協だより　1月号　－ 6 －


